
障害基礎年金・障害厚生年金の診断書作成の留意事項 表面 《呼吸器疾患の障害》 

①欄 
障害年金の支給を求める傷病名を
記入します。 

③欄 
①の傷病名のために初めて医師の診療
を受けた日を記入します。診療録で初
診が確認できるときは、「診療録で確
認」を○で囲んでください。確認でき
ないときは、「本人の申立て」を○で
囲んで、申立て年月日を記入してくだ
さい。 

⑨欄 
現在までの治療の内容等は参考と
なる事項をできるだけ詳しく記入
してください。 

⑤、⑥欄 
既存障害や既往症があるときは、支給
を求める傷病との因果関係等を確認す
る必要があるので必ず記入してくださ
い。 

〈お願い〉 
 この診断書は、障害年金の障害
等級を判定するために、作成をお
願いしているものです。 
 過去の障害の状態については、
当時のカルテに基づいて記入して
ください。 
 診断書に記入漏れや疑義がある
場合は、作成された医師に照会す
ることがありますので、ご了承く
ださい。 

⑩欄 
共通項目は、呼吸器疾患の必須項
目となります。呼吸不全の状態が
ない場合でも必ず記入してくださ
い。 

※ 氏名・生年月日・住所など記載漏れがないかご確認ください。 

⑩７欄 
動脈血ガス分析値は、安静状態の計測
値です。酸素吸入施工中の値であると
きは、（  ）に記入してください。 



記入漏れがないようお願いします。 

⑰欄 

⑪から⑬の欄に書ききれないときは、備
考欄をご活用ください。 

⑬６欄 
喘息の治療に称する薬剤は、喘息予
防・管理ガイドライン」で示す薬剤の
用量を参考にしてください。 

（胸部Ｘ線フイルムの添付） 
結核、肺化濃症、じん肺等において
は、胸部Ｘ線フイルムを必ず添付願
います。 
なお、ＣＤ等で保管されている場合
は、画像をあらかじめ印刷したもの
を添付願います。 
 

⑮欄 
日常生活や労働ができるかは、障害
の認定にあたり重要ですので必ず記
入してください。 

⑯欄 
診断時に断定できないときは「不
詳」と記入してください。 


